術中術後超音波ドプラ法を用いた生体肝移植における血管合併症の検討 by Someda, Hitoshi
Title
Vascular complications in living related liver transplantation



















博 士 (医 学) ′
論 医 博 第 1608号
平 成 9年 3 月 24日






論文調査委員 教 授 千 葉 勉 教 授 山 岡 義 生 教 授 大 熊 稔



































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は,超音波 ドプラ法を用いた,生体部分肝移植における術中術後のグラフト肝血流測定に関する
ものである｡対象は生体部分肝移植を受けた小児46例である｡ 門脈,肝動脈及び肝静脈の血流測定を術中
術後に経時的に施行した｡術中門脈血流量は体重あたり平均 19.6ml/分 であった｡術中門脈血流量が減
少していた12例は,門脈一大循環シャント閉塞などの手技により門脈血流量が増加した｡術後に門脈の血
栓を1例と狭窄を2例認めたが,血管形成術などにより治療し得た｡生体肝移植初期の10例日までの2例
に術後早期に動脈血栓を認めたが,この2例は術中測定で,動脈血流の低下を示す動脈波形の鈍りを認め
た｡以後,動脈波形の鈍りを示した3例は,術中再吻合により波形の拍動性の改善がみられ,術後に動脈
合併症を認めなかった｡術後の動脈血栓は,3例に4回認めた｡肝静脈流出障害は,術中に2例と術後に
3例認めた｡これらの血流所見は,肝静脈の流速波形の平坦化と流速の低下,かつ求肝性の門脈血流の低
下であり,原因の除去により血流の改善が認められた｡
以上の研究は,生体肝移植における,術中術後のグラフト肝血流の解明に貢献し,術後の血管合併症の
予防や早期発見及び治療効果の判定に寄与するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年3月6日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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